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中
学
生
米
国
派
遣
研
修
団
８
名
が
元
気
に
帰
関 

 

８
月
５
日
、
市
内
中
学
生
派
遣
団
員
８
名
を
姉
妹
都
市
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
（
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
）
に
派
遣
。
５
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
８
月
12
日
に
帰
関
し
ま
し
た
。 

 

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中

学
生
米
国
派
遣
研
修
は
、
今
年
で

16
年
目
と
な
り
、
下
関
市
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
に
向
け
、

８
名
の
中
学
生
を
国
際
親
善
大
使

に
任
命
し
、
姉
妹
都
市
の
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
派
遣
団
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
市
議
会
、
警

察
署
、
州
議
事
堂
、
総
領
事
館
等

の
視
察
、
地
元
高
校
生
と
の
交
流

等
を
通
し
て
、
本
場
の
英
語
や
異

文
化
を
肌
で
体
験
し
ま
し
た
。 

●
事
前
研
修 

6

月

下

旬

か
ら
始
ま
っ
た

事

前

研

修

で

は
、
ピ

ッ

ツ

バ
ー
グ
で
の
交

流
を
深
め
る
た

め
に
、
現
地
に

お
い
て
実
施
す
る
調
査
の
資
料

「
知
り
た
い
プ
リ
ン
ト
」
を
作
成

し
、
そ
の
内
容
を
英
語
に
翻
訳
す

る
こ
と
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
お
け
る
注
意
事

項
や
、
前
年
度
研
修
に
参
加
し
た

団
員
と
の
意
見
交
換
、
現
地
で
の

交
流
で
披
露
す
る
平
家
踊
り
や
歌

の
練
習
等
の
事
前
研
修
を
行
い
ま

し
た
。 

●
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
へ
出
発 

新

下

関

駅

で
家
族
や
先

生
方
に
見
送

ら

れ
、
福

岡

空
港
を
経
て

成
田
空
港
か

ら
出
国
！ 

日

付

変

更

線
を
越
え
て
約
10
時
間
で
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
に
到
着
。
は
じ

め
て
海
外
を
経
験
す
る
団
員
が
多

い
中
、
期
待
と
緊
張
の
入
り
混
じ

る
入
国
審
査
を
ク
リ
ア
、
最
初
の

訪
問
先
で
あ
る
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
日
本
国
総
領
事
館
に
到
着
し

ま
し
た
。 

山
田
総
領
事
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

を
受
け
、
比
護
副
領
事
か
ら
は
総

領
事
館
の
主
な
仕
事
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。 

田
坂
専
門
調
査
員
か
ら
「
日
系

人
の
歴
史
に
つ
い
て
」
の
講
義
を

受
け
、
明
治
維
新
後
、
移
民
と
し

て
多
く
の
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
へ

渡
り
、
山
口
県
出
身
者
も
多
か
っ

た
こ
と
。
ま
た
、
人
種
的
偏
見
や

苦
労
を
経
て
現
在
の
地
位
を
築
い

て
き
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

「
当
時
、
日
本
人
は
『FO

R
 TH

E 

SA
K
E 

O
F 
C
H
ILD

R
EN

』
、
日
本
語

に
す
れ
ば
、
『
子
供
の
た
め
に
』

と
い
う
言
葉
を
最
も
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
。
過
去
、
日
系
人
が
次

の
世
代
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦

労
に
耐
え
、
努
力
し
て
き
た
歴
史

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
バ
ス
で
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
へ
移
動
。
時
差
に
よ
る
睡
眠
不

足
と
旅
の
疲
れ
が
ピ
ー
ク
の
中
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て
対

面
し
、
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。 

下
関
か
ら
世
界
へ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
に
向
け
て
！ 
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●
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
探
訪 

2

日

目
、

ピ

ッ

ツ

バ

ー

グ

市

庁

舎

に

集

合
、
ロ

ン

グ

マ

イ

ヤ

ー

市

長

の

出

迎

え

を

受

け
、

歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
公

立
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
高
校
を
視

察
、
全
校
生
徒
三
千
人
の
大
き

な
校
内
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
ス

タ
ジ
ア
ム
等
を
視
察
。
地
元
高

校
生
と
交
流
し
ま
し
た
。 

次
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
警
察
署

を
訪
問
。
警
察
車
両
や
バ
イ
ク

の
試
乗
、
警
察
犬
と
触
れ
合
う

機
会
等
、
日
本
で
は
経
験
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で

昼
食
後
、
下
関
市
が
姉
妹
都
市

締
結
の
記
念
と
し
て
寄
贈
し
た

「
ふ
く
銅
像
」
を
見
学
。
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
歴
史
博
物
館
と
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
シ
ア
タ
ー
を
見

学
。
夕
方
、
夏
に
開
催
さ
れ
る

食
べ
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
。
地
元
の
人
達
は
、
団
員
に

気

軽

に

声

を

掛

け

て

く

れ

て
、

ア

メ

リ

カ

へ

来

た

こ

と

を

実

感

す

る

１

日

に

な

り

ま

し
た
。 

●
州
都
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
視
察  

 

３
日
目
は
、
州
都
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
視
察
。
ま
ず
は
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
州
議
事
堂
を
見

学
。
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
通
過
し
て
内
部
に
入
る
と
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
各
郡

（
カ
ウ
ン
テ
ィ
―
）
を
紹
介
す

る
展
示
ケ
ー
ス
の
前
を
歩
い
て

い
く
と
、
州
知

事

の

執

務

室

（
入
口
近
く
の

観
光
客
や
一
般

の
人
た
ち
が
見

学
で
き
る
と
こ

ろ
に
あ
っ
て
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が

よ
け
れ
ば
州
知
事
と
出
会
え
る

可
能
性
も
あ
る
か
も
？
）
、
そ

の
後
、
歴
代
州
知
事
の
、
ア
ー

ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ
ツ
ネ
ガ
ー
や

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
等
の
肖

像
画
を
見
な
が
ら
、
州
の
歴
史

資
料
館
を
兼
ね
た
展
示
物
の
見

学
を
通
じ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
歴
史
を
学
び
。 

昼
食

は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
シ
ー
フ
ー
ド
を
堪
能
し

ま

し

た
。
そ

の

後
、
オ

ー

ル
ド
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
の
街

を

散

策
。

キ
ャ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ッ
プ
等

で
買
い
物
を

し
ま
し
た
。 

 

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
視
察  

４
日
目
は
、
各
団
員
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に

な
り
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の

中
、
バ
ス
で

サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
視
察

に
出
発
。 

 

体
験
型
施

設
（
エ
ク
ス

ポ
ラ
ト
リ
ア

ム 

子
供
と

家
族
向
け
の

科

学

博

物

館
）
を
体
験
。
展
示
物
で
ゲ
ー

ム
や
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
通
じ

て
楽
し
く
科
学
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

次
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

観
光
地
と
し
て
誰
も
が
訪
れ
る

ピ
ア
39
へ
移
動
し
て
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
。
野
生
の
ア
ザ
ラ
シ
や
ト

ド
？
が
目
の
前
で
日
光
浴
、
有

名
な
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島
や
美
し

い
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゲ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
を
見

る
こ
と
が
で

き

ま

し

た
。

そ

の

後

は

ゴ
ー
ル
デ
ン

ゲ

ー

ト

ブ

リ
ッ
ジ
の
橋

の
近
く
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
記
念
撮
影
の

後
、
橋
を
渡
っ
て
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
へ
戻
り
ま
し
た  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
涙
の
プ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

研
修
最
終
日
（
５
日
目
）
、

夕
方
か
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
主

催
の
プ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
。
市
長
を
は
じ
め
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
人
も
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

テ ン ・ ボ イ ス  

（ 団  員  の  声 ） 

●今までの自分の考え方やものの見方

が本当に狭かったということが分かり

ました。研修でたくさんの人と出会

い、貴重な体験をしたことが人生の中

で特別な思い出となり、一歩前進する

勇気を授けてくれたことを、身を持っ

て証明したいと思います（川中中R.F） 

●夕食に「照り焼き味」のステーキを

食べたとき、すごく甘くてがっかりし

ました。アメリカは甘いなら甘い！と

はっきりしているなと感じました。今

回の研修で今しかできないことを学び

挑戦し楽しみました。英語をもっと勉

強したいと思いました。（川中中Y.S） 

●「いつまでも友達よ！ここはあなた

の家だから何時でも帰ってきてね。」

と言ってくれたホストファミリーの言

葉がうれしかった。もっと英語ができ

るようになって、絶対に帰ってこよう

と思った。（勝山中M.O） 

●今回の研修で一番感じたことは、コ

ミュニケーションを図るために必要な

のは、伝えようとする気持ちだと感じ

ました。それは他の事全てに言えるこ

とだと思います。相手に寄り添い、ど

うすれば伝えられるか、相手の気持ち

を理解することが大切だと感じまし

た。（長府中M.K） 

●プールパーティーでは、毎日が楽し

くて、みんなと過ごした日々を思い出

していると自然に涙が出ました。今回

世界を感じたことを軸にして、どんな

ことにもチャレンジし成功できるよう

な力をつけていきます。（垢田中T.K） 

●今回の経験を通して国際交流を大切

にしていく必要があると考えました。

言語や文化は違っても必ずどこかで分

かり合えることはあります。一番印象

に残った言葉は「Go for  broke」です。

何事にも挑戦するチャレンジ精神を大

切にしたいと思います。（名陵中S.Y） 

●ホームステイが今一番思い出に残っ

ています。私はすぐにあきらめてしま

う性格なので、とにかく結果がだめで

も、無理だとあきらめずに挑戦するこ

とが大切だと思いました。英語をもっ

と勉強して、いつかは国際的に働ける

ようになりたいです。（夢が丘中A.F） 

●視野を広げるということを、今回の

研修の目標にしていました。考え方の

違いを学んだことでその目標は達成で

きたと思います。これからは、自分と

違う意見を理解するだけでなく、自分

の中に取り入れて、様々な意見を持て

るよう大きく成長したいと思います。

（彦島中S.K） 

○第１回事前研修の日、終了後、なか

なか会場を去ろうとしなかった姿を鮮

明に覚えている。派遣研修中、団員が

互いに助け合い、声を掛け合う姿はと

ても自然で、誰一人として欠けること

のできない第１６回研修団であった。

このような貴重な機会を与えてくだ

さった関係者皆様に心より感謝する。

（引率Y.A） 

○今回改めて出会いの大切さを実感さ

せられました。交流の原点は人と人と

の出会いであり、団員は心に残る出会

いと経験をしました。その経験を将来

に向けて活かして欲しいと思います。

今回研修を通じて心に残った言葉を

エールとして送ります。「Challenge」

「Go for  broke」「Remember Pi s-

burg」（団長T.A） 

     

ピッツバーグ市 

・人口：６万３千人  

･面積：４０㎢   

 ･姉妹都市締結  

 1998年12月18日  

・アメリカ西海岸サンフランシスコの 

 東約６０㎞ 

最
初
に
、
期
間
中
、

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
平
家
踊
り
と
『
上

を
向
い
て
歩
こ
う
』

を

披

露
。
男

子

は

ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
女

子
は
全
員
ゆ
か
た
を

着
て
可
愛
く
変
身
、

日
本
語
と
英
語
で
歌
を
披
露
し
、
参
加
者

全
員
で
合
唱
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
ダ

ン
ス
を
し
た
り
し
て
、
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
は
、
団
員
一
人
一
人
が
、
今
回

の
受
け
入
れ
の
た
め
に
尽
力
し
、
い
ろ
い

ろ
と
準
備
し
て
頂
い
た
こ
と
、
研
修
の
期

間
中
は
心
を
込
め
て

対
応
し
て
頂
い
た
感

謝
の
気
持
ち
を
自
分

の
言
葉
（
英
語
）
で

伝
え
ま
し
た
。
中
に

は
感
極
ま
っ
て
涙
を

流
す
団
員
も
い
ま
し

た
。
一
生
の
思
い
出

に
残
る
忘
れ
ら
れ
な

い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。  

●
さ
よ
な
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ 

  

出
発
の
朝
、
午
前
６
時
４
５
分
、
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
市
役
所
に
集
合
。
楽
し
か
っ
た

研
修
も
す
べ
て
を
終
え
て
、
帰
国
す
る
と

き
が
来
ま
し
た
。
一
緒
に
見
送
り
に
来
て

く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
最
後
の
別

れ
の
挨
拶
（
ハ
グ
）
を
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
空
港
へ
出
発
し
ま
し
た
。 

姉
妹
都
市
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
皆
さ
ん
、

大
変
温
か
い
お
も
て
な
し
と
貴
重
な
体
験

を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Email:sskokusa@city.shi

monoseki.yamaguchi.jp 


